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１．はじめに 
１．１ 研究の背景と目的 
本報は住居内の水周り空間に着目し、水周

り空間の生活構造的変化を把握していく。 
水周り空間は、主に上下水道等のインフラ

と深く関わっており、また集落の整備プロセ
スとともにインフラは進化を遂げてきた。本
報は、そのような整備プロセスと水周り空間
の配置特性について把握することを通して、
整備プロセスに伴う水周り空間配置の変化構
造を導き出すことを目的としている。 
１．２ 研究対象地 
 研究対象地は伊根湾沿海に位置する舟屋集
落とした。選定理由としては、狭隘な集落内
に1本の道路が海岸線に平行に走っている特
異な集落空間構成が挙げられる（図1）。 
 そのような集落空間においては、道路の公
共性が1本の道路にのみ集中し、住民は道路
からの隔たりを住居内において考慮している
と考えられる。それゆえ、本報は道路からの
隔たりの配置特性について着目する。 
 舟屋集落は、海岸線と平行に走る道路を軸
として、軸の周りに家屋や倉が軒を連ねてお
り、山側には生活の場として用いられる主屋
が存在し、海側には舟の格納庫、出漁準備の
作業場、漁具置き場、網干し場、住居を兼ね
た舟屋が存在している。居住者の多くは、主
屋および舟屋の双方を所有した生活を行って
いる。 
 
２．研究方法 
２．１ 分析方法 
間取りが決定された時期である家屋の築年

に着目し、築年によって家屋を上下水道施設 

  の変化時期の以前と以降とに振り分け、変化
時期以前と以降の水周り空間の配置特性を比
較し、変化を把握する。 
なお新築における間取りの決定には、住み
手の志向性（ニーズ）が反映していると考え
られる。ゆえに、各水周り空間の配置特性の
変化を把握するとともに、住み手のニーズに
ついても考察を行っていく。 
２．２ 空間配置の把握方法 
本報において、水周り空間の配置特性は、
「道路からの平面的離れ具合」としている。 
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図１ 舟屋集落における調査実施家屋 
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住戸の間取りの間口・奥行きによって四角形
平面を描き、その四角形平面を道路の進行方
向と平行に三分割し、道路に最も近い範囲を
〈近接ゾーン〉、道路に最も遠い範囲を〈遠
隔ゾーン〉、中間の範囲を〈中間ゾーン〉と
した（図2）。 
２．３ 主屋と舟屋の存在 
 伊根湾沿海集落には、主屋と舟屋といった
建物用途の異なる家屋が存在している。 
 一般的に、主屋が生活の中心となり、舟屋
は漁業の作業場であると共に、主屋の補助的
空間として機能している。 
 そのような建物用途別の違いを考慮し、分
析においては、主屋の水周り空間の配置特性
について着目していく。 
２．４ 各水周り空間の位置選定 
各水周り空間の位置の選定は、トイレにつ

いては「便器の平面的中心」、台所について
は「コンロ付近の流しの平面的中心」、「風
呂においては浴槽の平面的中心」とした。な
お、便器においては小便器および大便器の区
別をせず、それぞれ1つの便器として捉えてい
る。また、水周り空間は住居の1階部分に配置
されることが一般的であるため、住居の１階
部分における水周り空間を対象としている。
２．５ 各水周り空間の意味づけ 
本報が扱う水周り空間は、「トイレ」・「風
呂場」・「台所」の3種であるが、それら空間
の使われ方に関して比較を行うと、以下のよ
うになる。 
 「トイレ」は、他の二つの水周り空間に比
べて、排泄行為を行う場であるため、近隣住
民に対する使い手の羞恥的感情が最も存在す
る場であると考えられる。ゆえに、整備プロ
セスに伴って、道路の〈遠隔ゾーン〉側へと
移行すると予想される。 
 「風呂場」は、他の二つの水周り空間に比 

  べて、一般的に夜間に使用される傾向の高い
ものであり、それゆえ「トイレ」に比べると、
近隣住民に対する使い手の羞恥的感情は少な
いと言えよう。 
 「台所」は、他の二つの水周り空間に比べ
て、使い手の滞在時間が多い場であると言え
る。特に、家族内では、家事を行う主婦の滞
在時間が高いと言えよう。 
 以上の各水周り空間の意味づけを考察に用
いて分析を行っていく。 
２．６ 各水周り空間の変化時期 
 伊根町役場地域整備化へのヒアリング調査
を基に、水周り空間の配置に影響をもたらす
上下水道施設の変化を把握し、変化時期を選
定した。 
 上水道施設においては、簡易水道施設が整
備された「1967年」とし、下水処理施設にお
いては、バキュームカーの汲み取りが開始さ
れた「1976年」とした。ゆえに、トイレの変
化時期が「1976年」、風呂・台所の変化時期
が「1967年」となる。 
上下水道施設共に、施設向上に伴って、水
周り空間配置の住居敷地内の選択範囲が拡大
したことが予想される注1)。 

 

３．トイレの配置特性の変化 
表1は、トイレの変化時期の1976年を境と

した1976年以前と1976年以降のトイレの配
置特性を表している。道路からの離れ具合を
示す各範囲における数値は、トイレの箇所数
を示しており、軒数における数値は調査軒数
を示している。図3のグラフは、トイレの箇所
数を調査軒数で割った割合である。 
図3を参照し、1976年を境とした主屋にお

けるトイレの配置特性の変化を把握すると、
1976年以降で〈中間ゾーン〉でのトイレの配 
 

 
図２ 配置特性の分類 

表１ 変化時期前後の配置特性別のトイレの総数 
近接ゾーン 中間ゾーン 遠隔ゾーン 軒数

1976年以前 20 2 5 28

1976年以降 9 7 1 14  
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図３ 変化時期前後の配置特性別のトイレの変化 
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置が著しく増加する傾向が把握できる。 
ここで、1976年の変化がバキュームカーによ
る「汲み取り可能場所の範囲拡大」であるこ
とを考慮すると、1976年以降に〈中間ゾーン〉
でのトイレの配置が著しく増加した傾向は、
「汲み取り可能場所の範囲拡大」によって、
かつては汲み取り場所の関係上、トイレを配
置するのが困難であった〈中間ゾーン〉に、
トイレの配置が可能になったためと推測され
る。これらのことを考慮すると、住み手の主
屋におけるトイレの配置場所のニーズも、道
路からより遠隔した場所、すなわち住居のよ
り内部の場所を志向する傾向であったと考え
られよう。 
 
４．風呂場の配置特性の変化 
表2は、風呂場の変化時期の1967年を境と

した1967年以前と1967年以降の風呂場の配
置特性を表している。道路からの離れ具合を
示す各範囲における数値は、風呂場の箇所数
を示しており、軒数における数値は調査軒数
を示している。図4のグラフは、風呂場の箇所
数を調査軒数で割った割合である。 
図4を参照し、1967年を境とした主屋にお

ける風呂場の配置特性の変化を把握すると、
1967年以前と以降で変化が生じていること
がわかる。 

1967年以前では〈遠隔ゾーン〉に風呂場が
配置される傾向が強いが、1967年以降では
〈近接ゾーン〉・〈中間ゾーン〉にも風呂場
が配置される傾向が現れている。 

1967年の境で上水道施設に「給水場の自然
条件に基づく限定」から「敷地内における給
水場の選択自由」へと変化したことを考慮す
ると注1)、風呂場の配置は〈遠隔ゾーン〉への
限定から、全範囲を対象とした各世帯による
選択自由へと変化したと考えられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   1967年以前に〈遠隔ゾーン〉に非常に多く
の風呂場があったことを考慮すると、〈遠隔
ゾーン〉が、1967年以前の上水道施設と関連
していたと考えられる。 
なお、〈遠隔ゾーン〉から道路に近い場所
への風呂場の配置の変化が起こっている要因
には、風呂場の羞恥的感情の少なさと共に、
道路から離れた空間を風呂場ではない他の空
間として使用したいとするニーズがあったか
らであると推察される。 
 
５．台所の配置特性の変化 
表3は、台所の変化時期と言える1967年を

境とした1967年以前と1967年以降の台所の
配置特性を表している。道路からの離れ具合
を示す各範囲における数値は、台所の箇所数
を示しており、軒数における数値は調査軒数
を示している。図5のグラフは、台所の箇所数
を調査軒数で割った割合である。 
図5を参照し、1967年を境とした主屋にお

ける台所の配置特性の変化を把握すると、
1967年以前と以降で大きな変化が生じてい
ないことがわかる。 

1967年の境は、簡易水道施設の整備によっ
て「給水場の自然条件に基づく限定」から「敷
地内における給水場の選択自由」への変化時
期と言え注1)、このことを考慮すると、敷地内
における給水場の選択自由化が起こっても台
所は道路から遠隔した場所に位置しており、
ゆえに、住み手の台所の配置場所のニーズは
変化時期を経ても変わらずに道路から遠隔し
た場所であったと考えられよう。 
 なお、1967年以前に〈遠隔ゾーン〉に風呂
場が位置していた傾向と合わせて、1967年以
前では、〈遠隔ゾーン〉と上水道施設が関連
していたと言えよう。 
 台所が主婦の滞在する機会の多い場である 

表２ 変化時期前後の配置特性別の風呂場の総数 
近接ゾーン 中間ゾーン 遠隔ゾーン 軒数

1967年以前 1 1 18 22

1967年以降 5 4 10 20  
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図４ 変化時期前後の配置特性別の風呂場の変化 

表３ 変化時期前後の配置特性別の台所の総数 
近接ゾーン 中間ゾーン 遠隔ゾーン 軒数

1967年以前 0 2 20 22

1967年以降 2 0 16 20  
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図５ 変化時期前後の配置特性別の台所の変化 
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ことを考慮すると、主婦の道路からの距離を
設けたいとするニーズが、変化時期を経ても、
台所を〈遠隔ゾーン〉に留まらせたとも考え
られよう。 
 
６．まとめ 
施設整備向上に伴って配置が変化したの

は、「トイレ」と「風呂場」であり、「トイ
レ」は施設整備向上に伴って、道路から遠隔
する傾向を高めている。これは、「トイレ」 
という空間を使用する使い手の近隣住民に対
する羞恥的感情が配置を変更したと考えられ
よう。 
一方、「風呂場」は、〈遠隔ゾーン〉から

〈近接ゾーン〉にまで配置の範囲が拡大する
傾向が見られた。これは、風呂場の羞恥的感
情が少ないこと、および〈遠隔ゾーン〉での
他空間の確保が要因であろうと考えられる。 
「台所」は、施設整備向上が起きても、配

置を変化させておらず、これは、主婦の滞在
場所として、道路からの距離を設けたいとす
るニーズによるものと考えられる。 
以上を総括すると、整備プロセスに伴う水

周り空間の変化構造は、住み手のニーズに適
合する整備が行われた際に変化が生じると考
えられると共に、使い手の滞在機会の多い場
であるほど、施設整備の変化に関わらず、配
置が変化しない傾向が見られた。 
これらの傾向をまとめると、住居空間には、

変化しやすいもの（下部構造）と変化しにく
いもの（上部構造）が存在する可能性がうか
がえよう。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
注 
注1) ヒアリング調査によると、上水道施設は「井戸水

や共同の湧水場の利用」から「簡易水道施設の利
用」へと変化しており、また、下水処理は「各世
帯における処理」から「バキュームカー」による
処理へと変化している。 
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